第３２回水と緑の健康都市オオタカ調査委員会の結果について
１．日　時：平成２４年３月９日（金曜日）１４：００～１６：００
２．場　所：大阪府箕面整備事務所
３．出席者：以下の４名の委員が出席
　　  白　附　憲　之　委員長　　元武庫川女子大学教授
　　  小海途　銀次郎　委員　　　大阪府鳥獣専門員
　 橋　本　正　弘　委員　   (財) 日本野鳥の会 大阪支部長
高　柳　　敦　　委員　　　京都大学大学院　講師
４．議題
（１）オオタカモニタリング結果について

（２）オオタカ保全地森林整備について
　（３）平成２４年度事業推進とオオタカ保全について
　（４）その他

５．検討結果

　オオタカモニタリング結果、オオタカ保全地の森林整備及び工事予定と保全方策等について説明し意見交換を行った。

議題１　オオタカモニタリング結果について
平成２３年定点調査では６回出現したが、箕面森町でのオオタカの繁殖は確認されなかった。広域調査でオオタカの営巣、孵化を確認したが、雛が途中でいなくなり繁殖は失敗したもようである。平成２４年１月から３月の定点調査でオオタカは出現していない。
委員からは、この時期に出現していないのはかなり厳しい状況である。大阪では２０００年ぐらいをピークに減少を始めている。ここ数年箕面森町で繁殖していないが、周辺でオオタカの営巣や飛翔が確認されており、街が落ち着けば繁殖も期待できるので周辺のオオタカの生息状況の把握が重要になる。このため、繁殖初期の広域調査の実施を検討すること。

議題２　オオタカ保全地森林整備について

平成１７年度に策定した整備方針に沿って平成１９年度から毎年２haの森林整備を行っている。平成２３年度はオオタカの飛翔空間が狭くなっている営巣中心域を含む区域の倒木処理、常緑低木の間伐、株立ちの整理などを行ったことを報告した。

また、平成９年度から毎年６月に実施している一般鳥類調査結果について説明した。調査ルート、ポイントごとの出現種、個体数の経年変化は、平成１８年度に一端減少し、その後回復したが、平成２２年度、２３年度とやや減少傾向となっている。
　委員からは、今年の冬季の野鳥観察で全国的に例年に比べ個体数が少なくなっている状況について報告があった。鳥類調査データのまとめ方について調査ルートの特性が異なる点を踏まえ、経年変化に重点を置いた解析や、統計的手法を用いた解析など工夫するよう助言があった。また、エサが多いか少ないかが営巣地や繁殖地を選ぶ基準になる。冬場の環境がいいと繁殖につながるのではないか。このため、一度、冬場の鳥の状況を調査してはどうかとの提案があった。提案について次年度調査で検討する。
議題３　平成２４年度事業推進とオオタカ保全について

平成２４年度から予定する工事について概要、スケジュール等を説明した。併せて、工事中の保全対策、施工事業者等に対するオオタカ保全勉強会の開催実績、今後の開催予定を説明した。
委員からは、オオタカ保全地に隣接する区域で大規模な造成が予定されており、工事にあたっては委員会提言（H13.1）を踏まえて実施すること。
また、事業地周辺でも工事が行われ、オオタカの餌場への影響が懸念されるので広域モニタリングをしっかりやって保全に努めてもらいたいとの意見があった。

議題４　その他

　シカのライトセンサス調査結果及びナラ枯れの発生と講じた対策について報告した。

　委員からは、シカ調査について、同じルートで調査し、比較することが大切。法面が餌場になっていることが多く、法面の状況変化も合わせて記録しておくとデータ評価の上で有益な情報となる。また、ライトセンサスは日変動があるので、連続する２日または３日で調査するのが望ましい。回数を少なくしても１回あたりの日を多くすることを今後検討してもらいたい。

　ナラ枯れについて、箕面森町で平成２３年初めて確認され、関係機関と相談し、最も効果的とされる密封・燻蒸処理による対策を講じたことを報告した。
　委員からは、燻蒸処理は効果的である。しかし、早期に密封をとくのは得策でない。

通常、５，６月にカシノナガキクイムシが侵入した樹木から出てくる時期までそのまま置いておき、虫が出てくるか否かを確認するのが望ましいとの助言があった。

以上
